
令和5年度東京支部

総会のご案内
７月8日（土）12：00
場所：

会費：

銀座フェニックスプラザ
東京都中央区銀座3-9-11　紙パルプ会館

問い合せ先電話 03-3543-8118
高松商事（株）内   紫雲会東京支部

（受付：11時～）

男 性
女 性
29歳まで
学 生

8,000円
7,000円
7,000円
無 料
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２
０
２
０
年
に
始
ま
っ

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
株
の
感
染
が
世
界
中
に

蔓
延
し
て
３
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

此
処
に
来
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
規
制
措
置
が

緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
引
き
下
げ
る
報
道

も
あ
り
ま
す
が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
入
場

制
限
が
な
く
な
り
、
声
出
し
応
援
も
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
が
消
滅
さ

れ
た
訳
で
は
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な

い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
各
自
が
従
来
の
3
蜜

対
策
を
取
る
自
覚
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
支
部
は
こ
の
３
年
間
ほ
と
ん
ど
活
動

が
出
来
ず
、
皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
も
な
く
会

議
も
書
類
に
よ
る
審
議
で
し
た
が
、
昨
年
は

や
っ
と
３
年
振
り
に
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
取

り
な
が
ら
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

久
し
振
り
に
皆
様
と
一
同
に
会
し
変
わ
ら

ぬ
お
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
東
京
支
部
創
設
90

周
年
を
迎
え
ま
し
た
、
創
設
時
は
香

川
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
京
近
郊
に

就
職
し
た
同
窓
生
が
交
流
と
情
報

交
換
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
諸
先
輩
が
連
綿
と
築
い

て
来
た
、
親
睦
と
交
流
と
絆
を
深
め

た
素
晴
ら
し
い
支
部
の
歴
史
を

我
々
が
受
け
継
げ
た
こ
と
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
更
に
未
来
に

繋
げ
て
行
け
る
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。

７
月
８
日
（
土
）
に
は
東
京
支
部

90
周
年
記
念
総
会
を
新
た
な
会
場

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
紫
雲
会
本
部
、
大
阪
支
部
、

母
校
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に
ご
出

席
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
支
部
活
動
も
対
面
で

の
会
議
等
を
活
発
に
行
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

母
校
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
も
儘

な
ら
な
い
中
、
各
部
が
全
国
大
会
に

出
場
し
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
い

ま
す
、
そ
の
中
で
も
昨
年
夏
の
第

１
０
４
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
で
は
52
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８

を
達
成
し
、
今
年
の
春
の
第
95
回
選

抜
高
校
野
球
大
会
に
も
出
場
す
る

な
ど
の
活
躍
で
し
た
。

我
々
と
し
て
は
そ
う
し
た
後
輩
の

活
躍
す
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
大
い

に
励
み
に
な
り
元
気
を
も
ら
え
ま

す
の
で
、
母
校
と
の
絆
を
深
め
る
と

と
も
に
関
東
地
区
で
の
部
活
の
全

国
大
会
出
場
へ
の
支
援
と
応
援
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

　

紫
雲
会
東
京
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部
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Ｓ
39
年
卒　

北
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勇

柔
道
部
男
女
団
体
戦

男
女
個
人
戦

※
関
連
記
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／
別
掲

第17号
令和５年（2023年）

今
年
は
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
費
納
入
の
お
願
い=

皆
様
︑会
費
の
お
振
込
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

バスケットボール部柔 道 部

野 球 部

吹奏楽部

編集委員長：池田政廣　編集委員：福西佐都美、入谷稔、田所幸子、大谷美恵子、西木茂雄、和波高代、」小林未知

第９５回選抜大会出場　第１０４回選手権大会出場　栃木国体出場

全国大会出場（12月ウィンターカップ）

第51回マーチングバンド全国大会銅賞

※関連記事
　／別掲

※関連記事／別掲

※関連記事／別掲

1 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京

コロナウイルスの今後の状況により紫雲会本部、東京、大阪支部の総会が変更になることもあります。



　

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度
支
部
活
動
は
、
3
年
度
に

続
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ
り

に
定
期
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
も
10
月
、
4
月
の
2
回
開

催
し
ま
し
た
。

ま
た
6
月
に
は
大
阪
支
部
総
会
、
9
月

に
紫
雲
会
本
部
総
会
も
開
催
さ
れ
、
少
し

ず
つ
コ
ロ
ナ
と
と
も
に
生
活
す
る
流
れ
と

な
り
ま
し
た
。」

会
報
は
16
号
を
発
行
し
、
会
員
の
皆
様

と
令
和
5
年
3
月
の
卒
業
生
全
員
に
配
布

し
て
支
部
活
動
や
学
校
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
関
東
近
辺
で
行
わ
れ
る
高

校
生
の
全
国
大
会
に
は
10
月
の
栃
木
国
体

に
は
野
球
部
と
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

混
成
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
出
場
。
12
月
に

は
吹
奏
楽
部
が
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

　

 

前
回
大
会
で
年
２
回
の
開
催
及
び
金
曜

日
が
良
い
と
言
う
意
見
を
踏
ま
え
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
年
2
回
の
開
催
と

金
曜
日
の
開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
よ
り
、年
２
回
春
と
秋
の
開
催
と
な

り
、
春
の
大
会
は
四
街
道
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
雨
の
予
想
で

し
た
が
、
参
加
者
全
員
の
行
い
が
良
い
事
も

あ
り
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
春
の
気

配
の
中
楽
し
い
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
。
最
近
は
若
手
の
優
勝
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
旧
年
か
ら
の
参
加
者

で
あ
る
北
條
支
部
長
が
３
度
目
の
優
勝
を

し
、
ベス
グ
ロ
、
ニ
ア
ピ
ン
も
獲
得
し
完
全
優

勝
で
し
た
。
二
位
は
前
回
優
勝
の
堀
眞
英
さ

ん
で
し
た
。
三
位
は
前
回
ベス
グ
ロ
の
藤
川
和

大
会
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
場
し
ま
し
た
。

3
月
に
は
柔
道
の
大
会
も
有
観
客
と
な

り
応
援
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
香

川
県
人
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
秋
晴
れ
の
好
天
で
は
無
く
、
小
雨

の
下
で
楽
し
い
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
若
手
3
名
の

方
の
初
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
54
年
卒
の
丸

尾
恭
久
さ
ん
山
地
敏
弘
さ
ん
と
56
年
卒
の

須
田
賢
二
さ
ん
で
す
。

そ
の
お
三
人
の
大
活
躍
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
須
田
さ
ん
は
見
事
に
三
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

旧
来
か
ら
の
参
加
者
は
強
烈
な
刺
激
を

受
け
て
、
来
年
の
大
会
で
は
先
輩
と
し
て
の

意
地
を
見
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
1
0
0
周
年
を

迎
え
令
和
4
年
5
月
21
日
に
記
念
石
碑
が

完
成
し
、
校
庭
に
設
置
さ
れ
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

11
月
20
日
に
は
リ
ー
ガ
ル
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高

松
で
記
念
の
レ
セ
プ
ション
が
開
催
さ
れ
多
く

の
先
輩
や
関
係
者
が
参
加
さ
れ
野
球
部
監

督
の
長
尾
先
生
の
講
演
会
と
懇
親
会
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

12
月
24
日
に
は
第
75
回
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
に
出
場
し
2
回
戦
で
沖
縄
県
の
豊
見
城

高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
敗
退

し
3
回
戦
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　　
11
．日
時・会
場

．日
時・会
場
1010
月月
22
日（
水
）

日（
水
）

C
P
G

C
P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　　
22
．成
績
．成
績

優
勝　
　
堀　
眞
英（

優
勝　
　
堀　
眞
英（
5454
年
卒
）

年
卒
）

準
優
勝　
鈴
木　
伸
二（

準
優
勝　
鈴
木　
伸
二（
4040
年
卒
）

年
卒
）

３
位　
須
田　
賢
二（

３
位　
須
田　
賢
二（
5656
年
卒
）

年
卒
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
藤
川　
和
信（

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
藤
川　
和
信（
4646
年
卒
）

年
卒
）第15回ゴルフ大会　優勝　堀さん

記念撮影ハイ!パチリ

歓談風景②

歓談風景③

往年の女子生徒も参加しました。懐かしの仲間と共に記念撮影。

長尾監督を中にして。

総会の挨拶をする会長

歓談風景①

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　　
11
．日
時・会
場

．日
時・会
場
44
月月
77
日（
火
）

日（
火
）

四
街
道
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

四
街
道
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　　
22
．成
績
．成
績

優
勝　
　
北
條　
勇（

優
勝　
　
北
條　
勇（
3939
年
卒
）

年
卒
）

準
優
勝　
　
堀　
眞
英（

準
優
勝　
　
堀　
眞
英（
5454
年
卒
）

年
卒
）

３
位　
藤
川　
和
信（

３
位　
藤
川　
和
信（
4646
年
卒
）

年
卒
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
北
條　
勇（

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
北
條　
勇（
3939
年
卒
）

年
卒
）第16回ゴルフ大会　優勝　北條さん

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

１
０
０
周
年
記
念
総
会

信
さ
ん
で
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
15
名
で

し
た
が
、
次
回
は
40
年
代
、
50
年
代
の
同
期

の
方
々
で
の
参
加
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
第

令
和
４
年
度
第
1515
回回

　
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
報
告

　
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
報
告

ゴ
ル
フ
大
会
幹
事

S
49
年
卒　

尾
﨑
行
雄

令
和
４
年
度
第

令
和
４
年
度
第
1616
回回

　
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
報
告

　
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
報
告

ゴ
ル
フ
大
会
幹
事

S
49
年
卒　

尾
﨑
行
雄

紫雲会東京支部　令和４年度　会計報告
期間：令和4年4月1日〜令和5年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 2,723,893

定期総会費用 774,315
役員年会費 　 325,000 総会案内発送費 170,559
一 般 年 会 費 　 618,000

事務消耗品・通信費 46,270
定期総会会費 662,500 旅費交通費 157,356
お祝い金 45,000 慶弔 40,000
会報賛助金・広告費 383,000 振込負担金 46,851
　賛助金　　　123,000 会議費補助 24,100

　役員会　　　　　　　　　　　
　企業広告　260,000 　常任理事会　　　　　　　　　
　　＠20,000Ｘ3社　　　60,000 　年次幹事会　　　　　　　
　　＠50,000Ｘ4社　　200,000 　各委員会              　 24,100

本部補助金 300,000 会報発行費16号紙 446,490
寄付金 75,000 ホームページ更新委託費 49,610

90周年記念基金 100,000
四国新聞立替金入金 64,000 事務局費 50,000

母校活動支援金 305,000

受取利息 17

　　　(当年度収入合計　2,472,517) 　　　(当年度支出合計　2,210,551)
次年度繰越 2,985,859

計 5,196,410 計 5,196,410

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の約半額と交通費の全額個人負担
＊常任理事会は2回開催、補助は1回のみ
＊各委員会の出席者は、会議費の約半額と交通費全額個人負担

2 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京



令
和
４
年
度

東
京
支
部
総
会
開
催

令
和
5
年
度
「
第
17
回
紫
雲
会
東
京
支

部
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
下
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。女
性
の
ご
参
加
大
歓
迎
で
す
。

若
手
会
員
の
み
な
さ
ま
も
こ
ぞ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

記

１
．
日
時

令
和
５
年
10
月
４
日
（
水
）

集
合
９
時

（	

ス
タ
ー
ト　
ア
ウ
ト
９
時
27
分
〜
７
組
）

２
．
会
場

C
P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

千
葉
県
市
原
市
川
在
９
７
４

T
E
L

　

０
４
３
６
─
３
６
─
１
２
５
１

ク
ラ
ブ
バ
ス

　

J
R
五
井
駅
東
口		

８
時
30
分

　
（	

バ
ス
利
用
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
）

３
．
申
し
込
み
先

幹
事　

尾
﨑
行
雄

４
．
締
切

令
和
５
年
９
月
９
日
（
土
）

＊
な
お
、
コ
ロ
ナ
騒
動
が
改
善
し
な
い

場
合
は
８
月
末
日
ま
で
に
開
催
可
否
の
お

知
ら
せ
を
紫
雲
会
東
京
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

本
年
度
は
次
の
活
動
計
画
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

⒈ 

組
織

①
役
員
人
事
（
敬
称
略
）

（
新		

任
）

支
部
長
候
補
（
１
名
）

Ｓ
54
年
卒　

堀　
　

眞
英

副
支
部
長
候
補
（
１
名
）

Ｓ
54
年
卒　

成
田　

親
王

常
任
理
事
候
補
（
3
名
）

Ｓ
54
年
卒　

丸
尾　

恭
久

Ｓ
54
年
卒　

山
地　

敏
弘

Ｓ
57
年
卒　

池
下　

高
広

（
退		

任
）

支
部
長

Ｓ
39
年
卒　

北
條　
　

勇

名
誉
支
部
長
に
就
任
予
定

顧
問　
　

Ｓ
36
年
卒　

造
田　

貞
男

副
支
部
長

Ｓ
39
年
卒　

池
田　

政
廣

顧
問
に
就
任
予
定

常
任
理
事

Ｓ
36
年
卒　

斉
藤　
　

昭

常
任
理
事

Ｓ
52
年
卒　

秋
山　

典
久

理
事
に
就
任
予
定

②
会
議

役　

員　

会　

1
回
／
年　

開
催

表
彰
委
員
会　

1
回
／
年　

開
催

常
任
理
事
会　

２
回
／
年　

開
催

年
次
幹
事
会　

1
回
／
年　

開
催

８
委
員
会

（
総
会　

親
睦
交
流　

表
彰
検
討　

会
報　

総
務　

年
次
幹
事　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会
）		

随
時
／
年
開
催

⒉ 

親
睦
・
交
流
事
業

①	

ゴ
ル
フ
大
会　

下
記
参
照

②
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
て
計
画

③	

母
校
部
活
で
東
京
近
郊
大
会
時
の
応
援

④	

東
京
香
川
県
人
会
定
期
総
会　

11
/
12
（
日
）
開
催

⒊ 

広
報
活
動

①	

広
報
紙「
紫
雲
会
東
京
」17
号
を
発
行

情
報
発
信

⒋ 

カ
ル
チ
ャ
ー
活
動

①
会
報
「
投
稿
コ
ー
ナ
ー
」

②
表
彰
対
象
者
の
募
集

⒌ 

紫
雲
会

 （
本
部
）（
大
阪
支
部
）
及
び
学
校
と
の

連
携
。

紫
雲
会
本
部
総
会　

９
月
23
日
（
祝
）

大
阪
支
部
総
会

6
月
10
日
（
土
）

令
和
５
年
度

支
部
活
動
計
画

第
17
回

ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

ゴ
ル
フ
大
会
幹
事　

Ｓ
49
年
卒尾

﨑
行
雄

　　

　

令
和
５
年
度

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

司会を務めた間瀬さんと田中さん

挨拶をする北條支部長

コロナ禍での静かな総会でした。表彰される吉川さん全員一緒ではなく分散しての総会でした

コロ
ナ
禍
の
中
７
月
２
日
東
京
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
支
部
創
立
90
周
年
記
念
の

総
会
と
な
り
ま
す
。

会
場
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

記

⒈ 

日
　
時

令
和
５
年
７
月
８
日
（
土
）

12
時
〜
16
時

（	

受
付
は
11
時
〜		

お
早
目
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

⒉ 

場
　
所

銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

東
京
都
中
央
区
銀
座
３
─

９
─

11

電
話　

０
３
─

3
５
４
３
─

８
１
１
８

⒊ 

交
　
通

東
京
メ
ト
ロ　
「
銀
座
駅
」
徒
歩
５

分
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
「
有
楽
町
駅
」

徒	

歩
10
分

⒋ 

会
　
費

１
面
参
照

⒌ 

次
　
第

開
会
、
校
歌
斉
唱
、
挨
拶
、
報
告
、

審
議
・
役
員
人
事
、
乾
杯
、
懇
談
、

万
歳
三
唱
、
閉
会

（
若
干
の
変
更
は
あ
り
ま
す
）

⒍ 
お
願
い

「
総
会
出
欠
ハ
ガ
キ
」
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
締
切
日
ま
で
に
ご

投
函
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

紫雲会東京支部　令和５年度　予算
期間：令和4年4月1日〜令和5年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 2,985,859
総会会費 1,250,000 総会費用 2,190,140
　男＠8,000Ｘ 130名1,040,000 　食事　＠8,723Ｘ180名1,570,140
　女＠7,000Ｘ　30名　210,000
お祝金 30,000 　会場費　　　　　　　　　550,000

　
　雑費　              　　　 　　30,000
　表彰　              　　　 　　40,000

役員年会費 300,000 総会案内 会報発送費返信はがき他 400,000
一 般 年 会 費 600,000 事務消耗品・通信費 75,000

旅費交通費 175,000
会報賛助金・広告費 115,000 慶弔 40,000
　賛助金　　　115,000 振込負担金 50,000
　　＠5,000Ｘ17名      85,000 会議費補助 0
　　＠3,000Ｘ10名　　　30,000 　役員会　　　　　　　　　　
 　常任理事会　　　　　　　
　企業広告　 0 　年次幹事会　　　　　

　各委員会　　　　　　 　　

委員会補助金 55,000
本部補助金 300,000 　年次幹事委員会同期会助成金　55,000

会報発行費17号紙 470,000
90 周年積立から 400,000 ホームページ更新委託費 新規スマホ用 150,000

事務局費 50,000

母校活動支援 300,000
予備費 100,000

当年収入合計　　　　　（2,995,000） 当年支出合計　　　　　（4,055,140）
次年度繰越 1,925,719

計 5,980,859 計 5,980,859

＊役員会 ・ 常任理事会 ・ 年次幹事会の出席者は、 会議費の全額個人負担

＊各委員会の出席者は、 会議費の全額個人負担

＊会報は賛助金のみ

3 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京



夏
の
甲
子
園

熱
戦
、応
援
風
景

 

スコアボードの先まで入場のお客様

ランナー1、2塁。ヒットは打てるか !

春は選抜から。堂々の入場行進をする高松商業

一般人の中に混じって応援の若い女性。熱い。暑い

スコアボードはもう５時。これから試合開始だ。

今日は超満員。本当によく入ってるなあ。

勝利の校歌を皆で力一杯歌い上げる高商チーム。

試合終了、応援有難う御座いました。 打ちました、抜けたッ。

 

　

お客様がザワザワと落ち着かない様子。何だろう?あー勝ったね〜。「うん」良かった チアガールも守備の間はひと休み

 

　

外野席から見る広い甲子園。応援席は今日はまだ静かです。 高商野球部特有の『志摩供養』。

 

　

応援グッズを掲げての大声援です。闘い終えて応援団への挨拶へ。 終にリードしたか?応援席は爆発です。

栃
木
国
体
熱
戦
応
援
風
景

選
抜
野
球
熱
戦
応
援
風
景

4 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京



ま
ず
初
め
に
、「
第
95
回
記
念
選
抜
高

校
野
球
大
会
」
お
き

ま
し
て
多
く
の
卒
業

生
な
ら
び
に
、
関
係

者
の
方
々
の
声
援
を

い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。大
会
７
日
目

の
最
後
の
登
場
と
な
り
、
調
整
の
難
し
さ

を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
東

邦
高
校
と
の
試
合
の
序
盤
は
、
落
ち
着
い

て
ゲ
ー
ム
に
入
れ
て
お
り
、
主
導
権
を
握
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
盤
の
ミ
ス
か

ら
逆
転
を
許
し
て
し
ま
う
展
開
と
な
り
ま

し
た
。「
ミ
ス
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
は
な
い
。
ミ
ス
を
し
な
い
の
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。」
こ
れ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の

令
和
５
年
３
月

19
、
20
日
に
第
45
回

全
国
高
校
柔
道
選
手

権
が
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本

校
か
ら
は
男
女
団
体
と
、
男
子
個
人
戦
２
名

（
66
ｋｇ
級
、81
ｋｇ
級
）、女
子
個
人
戦
１
名

（
52
ｋｇ
級
）が
県
予
選
で
の
優
勝
に
よって
本

大
会
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
、
男
子
個
人
66
ｋｇ
級
で
３
年
生
の
喜

多
稜
太
が
３
回
戦
ま
で
進
出
し
てベス
ト
16
と

な
り
ま
し
た
。
３
回
戦
で
は
、そ
の
後
に
決
勝

ま
で
進
出
し
た
選
手
に
延
長
戦
の
末
に
敗
れ

て
し
ま
い
、
悔
し
さ
の
残
る
試
合
と
な
り
ま
し

た
。
個
人
で
出
場
し
た
他
の
２
名
と
男
女
団

今
回
は
「
E
L
V
I
S
!
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
60
年
代
の
ア
メ

リ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

ショ
ー
を
構
成
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
ン
な
雰

囲
気
の
看
板
を
作
成

し
た
り
、ダ
ン
ス
や
ア
ク
ション
等
の
動
き
を
多

く
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
観
客
の
皆

さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し
い
シ
ョ
ー

を
目
指
し
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。全

国
大
会
本
番
直
前
の
生
徒
た
ち
は
緊

張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、い
ざ
本
番
が
始

ま
る
と
、
生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
演
奏
・

演
技
を
披
露
し
て
お
り
、
シ
ョ
ー
の
世
界
観

を
しっか
り
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
銅
賞
で
し
た
が
、
本
番
終
了

 

　

　

体
戦
に
お
い
て
は
初
戦
で
の
敗
退
と
な
り
、力

不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
今
大
会
は
久
し
ぶ
り
に
有
観
客
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。柔
道
の
聖
地
で
あ
る
日
本

武
道
館
の
畳
の
上
で
声
援
を
受
け
な
が
ら
の

試
合
は
選
手
た
ち
に
と
って
格
別
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
日
本
武
道
館
の
地
に一

人
で
も
多
く
の
選
手
が
出
場
で
き
、勝
利
で
き

る
よ
う
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
期
間
中
、支
部
長
の
北
条
様
を
は
じ

め
、
紫
雲
会
の
方
々
に
は
宿
泊
先
ま
で
激
励

に
駆
け
付
け
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
紫
雲
会
の
皆

様
に
は
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
北
海
道
で
の
イ

ン
タ
ーハ
イ
と
な
り
ま
す
。
今
大
会
で
の
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
全
国
の
舞
台
で
飛
躍
し
、よ
り
良

い
結
果
が
ご
報
告
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
4
年
12
月
23

日
か
ら
東
京
体
育

館
、
大
田
区
総
合
体

育
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
全
国
高
等
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
2

年
ぶ
り
17
回
目
の
出
場
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
出
場
に
際
し
ま
し
て
は
、

年
末
に
も
関
わ
ら
ず
、支
部
長
の
北
条
様
、

副
支
部
長
の
池
田
様
に
は
宿
舎
ま
で
駆
け

つ
け
て
頂
き
激
励
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
紫
雲

会
の
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
の
中
、
選
手

22
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
3
名
の
全
員
が
東

京
体
育
館
に
立
ち
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
え
た
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
無
観
客
や
観
戦
人
数
を
制
限

し
て
の
大
会
が
続
い
た
中
で
、
今
回
の
全

国
大
会
で
は
観
客
数
の
制
限
も
大
き
く
緩

和
さ
れ
、
紫
雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
を
会

場
に
お
迎
え
し
て
、
本
戦
を
戦
え
ま
し
た

こ
と
も
、
現
在
の
現
役
選
手
た
ち
が
諸
先

輩
方
の
前
で
プ
レ
ー
を
す
る
と
い
う
非
常

に
励
み
と
な
る
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
ま
し
て
は
、
1
回
戦
に
沖
縄

県
代
表
の
県
立
豊
見
城
高
校
と
対
戦
し
、

66
対
97
と
敗
戦
し
ま
し
た
。
力
及
ば
ず
悔

し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
可

能
性
を
十
分
に
確
認
で
き
る
1
試
合
と
な

り
ま
し
た
。
選
手
・
顧
問
一
同
、
東
京
体

育
館
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
、
決
意
を

新
た
に
更
な
る
成
長
を
胸
に
誓
い
、
努
力

の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
2
年
に
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
が
創
部
1
0
0
周
年
を
迎

後
の
生
徒
た
ち
の
表
情
は
達
成
感
に
満
ち

溢
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
3
年
ぶ
り
に
他
団
体
の

ショー
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

国
常
連
校
の
ショー
は
圧
巻
で
、も
っ
と一人
ひ

と
り
が
楽
曲
を
深
く
理
解
し
、
表
現
者
と
し

て
レ
ベル
ア
ッ
プ
し
な
い
と
全
国
で
は
通
用
し

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
1
・
2
年
生
に

は
今
大
会
で
感
じ
た
全
国
常
連
校
と
の
差

を
少
し
で
も
埋
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も

努
力
を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
前
日
に
ホ

テ
ル
ま
で
激
励
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
北
條

支
部
長
様
、
池
田
常
任
理
事
様
を
は
じ
め
、

会
場
で
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
紫
雲
会

東
京
支
部
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
心
温
か
い
ご
支
援・

ご
指
導
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
銅
賞

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
銅
賞

吹
奏
楽
部
顧
問　

香
川
聡
士

え
ま
し
た
。
1
0
0
周
年
に
際
し
ま
し
て

は
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
後
援
会

が
主
体
と
な
り
、
記
念
碑
の
建
立
と
盛
大

な
記
念
式
典
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
本
校
正
門
の
植
栽
付
近
に
創
部

1
0
0
周
年
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
記
念
式
典
の
際
に
は
、
北
条
様
か
ら

も
暖
か
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
諸
先
輩
方
の
築
い

て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
繋
ぎ
、
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
け
る
よ
う
、
現
役
一
同
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
紫
雲
会
の
皆
様
に
私
た

ち
が
活
躍
す
る
姿
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

日
本
代
表
監
督
で
あ
っ
た
平
尾
誠
二
さ
ん

の
言
葉
で
す
。
こ
の
失
敗
を
成
長
に
変
え

て
、
夏
の
大
会
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
大
会
の
開
会
式
で
は
、
高
松
商
業

と
し
て
は
、
初
め
て
の
選
手
宣
誓
の
大
役

を
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
手
宣
誓
で
横

井
亮
太
主
将
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く

世
界
中
の
人
々
の
平
和
を
願
う
思
い
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
高
校

球
児
が
野
球
を
で
き
る
こ
と
へ
の
「
感
謝
」

を
忘
れ
ず
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
感

動
や
勇
気
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

高
松
商
業
野
球
部
の
プ
レ
ー
が
少
し
で
も

心
に
響
く
よ
う
全
力
で
夏
の
大
会
を
プ

レ
ー
し
て
、
ま
た
聖
地
甲
子
園
に
帰
っ
て
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

第
95
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

開
会
式
の
選
手
宣
誓

た
っ
た
一

球
の
白
球
を

私
た
ち
高
校

球
児
が
追
い

か
け
始
め
て

か
ら
、
憧
れ

の
こ
の
舞
台

に
立
つ
ま
で

に
沢
山
の
支

え
や
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。
制
約
が
か
か

る
中
で
多
く
の
方
々
が
努
力
を
し
て
、
私

た
ち
が
全
力
で
野
球
を
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
春
甲
子
園
に
声
を
出
し

て
の
応
援
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
野
球
が
で

き
る
こ
と
、
そ
れ
を
応
援
し
て
も
ら
え
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
く
大
変
有
難
い

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
あ
っ
た
生
活
も

徐
々
に
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
戦
争
、紛
争
、そ
し
て
災
害
…
私
た

ち
が
野
球
に
打
ち
込
ん
で
き
た
よ
う
に
、

す
べ
て
の
若
者
が
『
希
望
』
を
持
ち
『
夢
』

を
追
い
か
け
ら
れ
る
平
和
な
世
の
中
と
な

る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
た
ち
高
校
球
児
は
仲
間
を

信
じ
『
一
枚
岩
』
と
な
っ
て
全
身
全
霊
で

プ
レ
ー
し
、
勇
気
や
感
動
を
届
け
る
こ
と

で
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
に
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
聖
地
甲
子
園
で
全
高
校
球
児
が
一

球
に
魂
を
込
め
、
正
々
堂
々
戦
い
抜
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
18
日

香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校

主
将　

横
井
亮
太

選手宣誓をする横井主将

各県の校旗を背にして力強く選手宣誓をする横井主将

 

　

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

大
会
出
場

大
会
出
場柔

道
部
顧
問　

大
高
直
土

 

　

「
宣
誓
」に
込
め
ら
れ
た
思
い

「
宣
誓
」に
込
め
ら
れ
た
思
い

～
第
～
第
9595
回
記
念
選
抜
大
会
を
終
え
て
～

回
記
念
選
抜
大
会
を
終
え
て
～

野
球
部
監
督　

長
尾
健
司

SoftBank
SoftBank

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
２
２

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
２
２　　

第第
7575
回
全
国
高
等
学
校

回
全
国
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

創
部
１
０
０
周
年
記
念

創
部
１
０
０
周
年
記
念

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問　

長
谷
川
悠
貴

5 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京



（
敬
称
略
）

　

●
五
千
円佃	

昭
幸
（
昭
和
31
年
卒
）

谷
本	

清
彦
（
昭
和
32
年
卒
）

片
岡	

英
明
（
昭
和
32
年
卒
）

関	

邦
義
（
昭
和
33
年
卒
）

山
中	

イ
ツ
子（
昭
和
34
年
卒
）

斎
藤	

昭
（
昭
和
36
年
卒
）

北
條	

勇
（
昭
和
39
年
卒
）

入
谷	

稔
（
昭
和
39
年
卒
）

大
森	

正
（
昭
和
39
年
卒
）

池
田	

政
廣
（
昭
和
39
年
卒
）

西
木	

茂
雄
（
昭
和
41
年
卒
）

藤
川	

和
信
（
昭
和
46
年
卒
）

串
田	

裕
司
（
昭
和
46
年
卒
）

滝	

健
一
（
昭
和
50
年
卒
）

橋
川	

慎
司
（
昭
和
52
年
卒
）

堀	

眞
栄
（
昭
和
54
年
卒
）

前
田	

裕
弘
（
昭
和
54
年
卒
）

　

●
三
千
円室

井	

三
千
代（
昭
和
42
年
卒
）

久
保	

文
典
（
昭
和
45
年
卒
）

塚
本	

初
江
（
昭
和
49
年
卒
）

萬
納	

宏
俊
（
昭
和
51
年
卒
）

太
田	

郁
治
郎（
昭
和
56
年
卒
）

須
田	

賢
二
（
昭
和
56
年
卒
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
に
は
、日
頃
か

ら
格
別
な
ご
支
援
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
は
、本
年
設
立
90
周
年
を
迎
え

る
と
の
事
で
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
90
年
前
は
昭
和
の
初
期
で
あ
り
、
東
京

支
部
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
日
本
の

経
済
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
諸
先
輩
が
尽

力
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
90
年

の
間
に
は
戦
争
が
あ
り
、
敗
戦
の
焼
土
か
ら

の
復
興
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
高
度
成
長

期
時
代
、
バ
ブ
ル
期
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
日

本
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
東
京
支

部
の
皆
様
が
連
綿
と
活
動
を
続
け
て
こ
ら

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
６
月
、創
立
70
周
年
記
念
の
定
時
総

会
で
支
部
長
と
な
り
早
１
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
支
部
長
と
し
て
最
初
の

大
役
が
皆
様
ご
存
知
の
昨
年
夏
の
甲
子
園

大
会
で
の
紫
雲
会
会
員
様
へ
の
チ
ケ
ッ
ト

配
布
と
応
援
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
球
場
近

辺
で
の
チ
ケ
ッ
ト
配
布
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
中
、
運
よ
く
甲
子
園
駅
近
隣
の
ホ
テ
ル
を

お
借
り
す
る
こ
と
が
出
来
、
準
々
決
勝
迄
の

３
試
合
に
お
い
て
問
題
な
く
チ
ケ
ッ
ト
を

配
布
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紫
雲
会
の
会
員
皆
様
の
応
援
並
び
に
選

手
、
監
督
、
学
校
関
係
者
方
の
努
力
が
報
わ

れ
、
見
事
52
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
を
達
成
し

て
頂
き
ま
し
た
。
東
京
支
部
の
数
多
く
皆
様

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
歴
代
の
支

部
長
様
は
じ
め
役
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

て
は
、
色
々
と
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
拝

察
致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や
く
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
に
お
い
て

も
、
社
会
が
大
き
く
変
革
し
て
い
く
中
で
、

支
部
長
様
は
じ
め
役
員
の
皆
様
は
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
母
校
に
お
い
て

は
、
生
徒
た
ち
が
勉
学
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

励
ん
で
お
り
、
多
数
の
部
が
全
国
大
会
に
出

場
す
る
と
い
う
活
躍
を
続
け
て
い
る
こ
と

は
皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
東
京
方
面

で
大
会
が
あ
る
折
り
に
は
、
東
京
支
部
の
皆

様
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
生
徒
た
ち

は
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
今

後
と
も
母
校
へ
の
ご
支
援
、
紫
雲
会
の
活
動

へ
の
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
が

益
々
発
展
さ
れ
、
１
０
０
周
年
２
０
０
周
年

を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

に
も
ご
足
労
（
応
援
）
頂
き
ま
し
て
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
夏
の
香
川
県
大
会
も

何
と
し
て
で
も
優
勝
し
４
大
会
連
続
23
回

目
の
甲
子
園
出
場
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、大
阪
支
部
の
活
動

と
し
て
、
昨
年
11
月
に
40
歳
以
下
の
若
い
会

員
の
皆
様
を
対
象
に
し
た
『
若
手
の
会
』
を

発
足
し
１
回
目
の
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
総
会
に
お
け
る

参
加
者
は
70
歳
以
上
の
方
々
が
大
半
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
何
と
か
若
返
り
を
図
り
、
老
若
男
女
幅

広
い
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ

う
に
、
今
後
は
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

導
入
し
参
加
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
、
ま
た

参
加
し
た
い
と
い
っ
た
も
の
が
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
会
員

の
皆
様
に
今
ま
で
以
上
に
満
足
し
て
頂
け

る
よ
う
な
紫
雲
会
活
動
に
鋭
意
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、東
京
支
部
の
今

後
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長　

Ｓ
43
年
卒　

岡　

義
博

紫
雲
会
大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長　

Ｓ
50
年
卒　

外
山
公
一

高
松
商
業
高
校
に

校
長
と
し
て
赴
任
し

て
、は
や
２
年
の
月
日

が
流
れ
ま
し
た
。あ
っ

と
い
う
間
の
２
年
間

で
し
た
。
こ
の
２
年
間
は
、
生
徒
た
ち
に
学

び
の
機
会
を
提
供
で
き
な
い
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
、
今
ま
で
は
当
た
り

前
に
実
施
で
き
て
い
た
行
事
の
実
施
の
可

否
に
つ
い
て
苦
悩
し
な
が
ら
の
日
々
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
も
、
生
徒
た
ち
は
た
く
ま
し
く
成
長

し
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

こ
の
２
年
間
に
甲
子
園
出
場
は
３
回
、令

和
４
年
度
の
四
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
14

の
部
で
エ
ン
ト
リ
ー
89
名
、
文
化
部
も
30
名

が
夏
の
全
国
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、１
０
０
名
を
超
え
る
報
道
陣
が
詰

め
か
け
た
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
他
で
は
経

験
で
き
な
い
よ
う
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
日
頃
か
ら
明
る

く
自
然
に
挨
拶
が
で
き
る
校
風
は
、
ど
こ
に

出
し
て
も
本
校
の
誇
れ
る
校
風
の
ひ
と
つ

で
す
。
来
年
度
は
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
生
徒

た
ち
が
も
っ
と
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る

日
々
が
帰
っ
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
東
京
支
部
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
の
春
の
甲
子
園
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
声
出
し
応

援
が
許
可
さ
れ
た
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
、

皆
様
と
一
緒
に
応
援
で
き
た
こ
と
が
、
高
商

で
の
最
後
の
よ
き
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
高
商
が
あ
る

こ
と
を
実
感
で
き
た
時
間
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、東
京
支
部
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

り
、
県
下
の
み
な
ら
ず
全
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
た
ら
ん
と
す
る
高
松
商
業
高
校
で
勤

務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑

う
と
と
も
に
、
そ
の
責
の
重
さ
を
痛
烈
に
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
で
何
故
か
高
松
商
業
と
は
浅

か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
、
そ
の
恩
に
報
い
る
機
会

を
得
た
こ
と
に
感
謝
も
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、感
染
症
の
強
い
制
約
下
に
あ
り
な

が
ら
も
、
野
球
部
を
筆
頭
と
す
る
高
商
生
の

活
躍
に
我
々
も
勇
気
づ
け
ら
れ
た
令
和
４

年
度
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
制
約
も
徐
々
に

緩
和
さ
れ
て
い
く
中
で
の
令
和
５
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４
月
７
日
に
は
新
た

に
３
０
９
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
４
月
末
に

は
全
校
生
が
挙
っ
て
参
加
す
る
体
育
祭
の

開
催
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
し
て
は

慎
重
に
教
育
活
動
を
コ
ロ
ナ
前
に
復
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
徒
た
ち
の
若

さ
は
お
さ
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
す
で
に
溌
剌
と
し
た
生
気
が
学
校
の

あ
ち
こ
ち
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
皆

様
に
元
気
を
お
届
け
で
き
た
ら
、
と
願
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
校
長
ご
挨
拶

　
　

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校　

前
校
長

　

渡
邊
浩
三

新
校
長
ご
挨
拶

　
　

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校　

校
長

山
本
主
税

東
京
紫
雲
会
の
会

員
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、感
染

症
の
脅
威
に
あ
っ
た

こ
の
３
年
間
で
あ
っ

て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
日
頃
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
っ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
、こ
の
度
ご
定
年
退
職
さ
れ
た
渡
邊

浩
三
校
長
先
生
の
後
任
と
し
て
、
高
松
商
業

高
校
の
校
長
を
拝
命
し
た
山
本
主
税
（
や
ま

も
と
ち
か
ら
）と
申
し
ま
す
。
３
月
ま
で
は
、

故
郷
で
あ
る
小
豆
島
で
、
創
立
わ
ず
か
６
年

の
小
豆
島
中
央
高
校
で
地
域
課
題
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
生
徒
た
ち
に
誇

り
を
持
た
せ
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
た
日
々

か
ら
、
創
立
１
２
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇

　

令
和
４
年
度
紫
雲
会
総
会

令
和
４
年
度
大
阪
支
部
総
会

令
和
４
年
９
月
18
日
（
日
）
に
高
松
市
西

宝
町
の
峰
山
中
腹
に
あ
る
喜
代
美
山
荘
花
樹

海
で
「
紫
雲
会
総
会
が
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
台
風
の
接
近
が
予
想
さ
れ
る
中
で

し
た
が
出
席
者
は
５
名
の
歴
代
校
長
先
生
は

じ
め
お
よ
そ
１
５
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
話
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
前
に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
野
球
部

監
督
の
長
尾
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
後
は
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に

お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
６
月
11
日
（
土
）
に
心
斎
橋
の

大
成
閣
で
「
紫
雲
会
大
阪
支
部
70
回
定
期
総

会
が
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
数
は
92
名
で
、
昭
和
２
２

年
卒
の
大
先
輩
か
ら
令
和
３
年
卒
の
学
生
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。大

阪
支
部
で
は
同
好
会
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ピ
ン
ポ
ン
・
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
・
歩
こ
う
会
・
同
期
会
・
囲
碁

等
で
い
ず
れ
も
年
２
回
程
度
開
催
し
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は　
毎
年
恒
例
の
大
カ
ラ
オ
ケ

大
会
に
は
多
く
の
出
演
者
が
自
慢
の
歌
を
披

露
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

『
表
彰
者
の
ご
紹
介
』

表
彰
検
討
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒　

入
谷　

稔

「
２
０
２
３
年
度
」
の
表
彰
予
定
者

故
　
生
駒
　
真
澄
　
殿（
55
年
卒
）

生
駒
氏
は
長
年
に
亘
り
紫
雲
会
の
支
部

役
員
及
び
年
次
幹
事
委
員
、
オ
リ
ー
ブ
会

役
員
の
中
心
と
な
り
、
会
報
委
員
会
、
名

簿
管
理
・
整
理
、
新
規
会
員
の
発
掘
等
、

紫
雲
会
東
京
支
部
の
発
展
に
ご
尽
力
を
頂

き
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。合

掌

令
和
５
年
度

会
報
賛
助
金
提
供
者

6 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京



高商生全員が目標と
しています。

試合始め! 試合始め!

100 周年記念総会に出席の皆様① 全員マスクをしての静かな応援① 静かにボールを追いかける応援席の人達。

100周年記念総会に出席の皆様② 全員マスクをしての静かな応援② 熱戦の試合風景

試合前の選手紹介①試合前の選手紹介②

石碑と共に喜びのバスケットボール部の生徒等。出来上がった100周年記念の石碑と共に喜びのOB。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

総
部
１
０
０
周
年
記
念
と

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場

全国大会出場熱戦、応援風景
バスケットボール部、柔道部

今回参加のバスケットボール部の生徒さん。
金沢　尾山神社

めずらしい洋式の山門

7 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京

川
柳
　
俳
句
　
短
歌

Ｓ
33
年
卒　

𠮷
川
俊
夫 

様

・
鱧
（
は
も
）
旨
し　

瀬
戸
の

潮
（
う
し
お
）
に　

揉
ま
れ
し
は

・
天
麩
羅
の　

苦
味
ほ
の
か
な　

フ
キ
ノ
ト
ウ

・
春
ひ
ら
り　

水
面
（
み
な
も
）
彩
る

　

花
い
か
だ

・一滴
の　

し
ず
く
の
ご
と
く　野

の
菫
（
す
み
れ
）

・
似
合
わ
ね
ど　

好
き
な
色
あ
り　

更
衣
（
こ
ろ
も
が
え
）

・
政
治
家
は　
ウ
イ
ル
ス
に
も
似
て　

昨
日
と
は　

違
う
こ
と
言
う　

変
異
次
々

・
賞
味
期
限　

そ
ん
な
期
限
が　

あ
っ
た
か
な　

戦
中
戦
後　

聞
か
ざ
る
言
葉

・
ゆ
ず
ら
れ
て　

断
る
こ
と
の　

気
ま
ず
さ
に　
い
や
い
や
座
る　

優
先
席
に

Ｓ
37
年
卒　

若
宮
利
夫 

様

・
病
む
母
の　

介
護
を
任
せ
て　

八
年
を

勤
め
た
姉
と　

道
東
め
ぐ
る

・
こ
の
旅
の　
一の
土
産
は　

流
氷
を

見
つ
め
喜
ぶ　

姉
の
そ
の
顔

・
雪
ま
つ
り　

童
で
あ
れ
ば　
二
度
三
度

滑
り
下
り
た
い　

キ
ュー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー

・
朝
日
受
く　

運
河
の
倉
庫
に　

太
つ
ら
ら

切
っ
先
七
色　

旅
は
吉
祥
か

・
兼
六
の　

雪
吊
り
外
す　

植
人
の

面
に
も
東
風
の　

渡
る
き
ぬ

元
教
師　

森　

孝
枝 

様

・
囀
り
を　

聞
く
1
本
の　

樹
と
な
り
て　

・
少
年
の　

描
く
未
来
図　

木
木
芽
吹
く　

・
登
り
来
て　

見
渡
す
京
の　

花
の
雲

・
ふ
る
さ
と
の　

校
歌
の
山
河　

下
萌
ゆ
る

五
行
歌

Ｓ
35
年
卒　

福
家
貴
美 

様

・
若
い
頃

死
ぬ
程

苦
し
ん
だ
日
々

何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

今
は
静
か
に
老
を
尊
ぶ

・
秋
雨
の
後
の

落
葉
の
歩
道

滑
ら
ぬ
よ
う
に
歩
く

赤　

黄　

緑　

オ
レ
ン
ジ　

や
さ
し
い
光
に
染
め
ら
れ
て
い
る



　

　

　

１	

野
球
部

浅
野
翔
吾
選
手
、
巨
人
が
ド
ラ
フ
ト

1
位
指
名
で
入
団
へ

浅
野
翔
吾
選
手
が
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
巨

人
が
1
位
指
名
で
入
団
。
夏
の
甲
子
園
大

会
で
52
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
進
出
し
た

チ
ー
ム
の
主
将
を
務
め
た
浅
野
選
手
は
10

月
20
日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
抽

選
の
結
果
巨
人
へ
の
入
団
が
決
定
し
ま
し

た
。夏

の
甲
子
園
大
会
で
は
2
回
戦
で
長
野

の
佐
久
長
聖
に
14

−

4
。
3
回
戦
で
は
福

岡
の
九
州
国
際
大
附
属
に
2

−

1
で
勝

ち
、
準
々
決
勝
で
は
滋
賀
の
近
江
と
対
戦

し
6

−

7
と
逆
転
負
け
で
ベ
ス
ト
４
進
出

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
の
栃
木
国
体
に
も
選
ば
れ
て
甲
子

園
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出
に
進
出
し
た
山

口
の
下
関
国
際
と
対
戦
し
6

−

8
で
敗
退

し
ま
し
た
。

3
月
に
開
催
さ
れ
た
選
抜
高
校
野
球
大

会
で
は
開
会
式
で
横
井
主
将
が
選
手
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。
試
合
は
2
回
戦
で
愛
知

の
東
邦
に
3

−

6
で
敗
れ
ま
し
た
。

２	

吹
奏
楽
部

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

銅
賞
受
賞

12
月
11
日
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

大
会
に
出
場
。3
年
ぶ
り
に
一
般
客
も
入
場

し
て
の
大
会
で
し
た
が
惜
し
く
も
僅
差
で

連
続
銀
賞
受
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３	

柔
道
部

喜
夛
稜
太
選
手
が

ベ
ス
ト
16
に
進
出

3
月
20
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
高
校
柔
道

選
手
権
大
会
で
今
年
は
一
般
客
も
入
場
し

て
の
大
会
で
し
た
。初
日
の
男
子
個
人
戦
で

喜
多
稜
太
せ
ん
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
ま

し
た
。21
日
は　

男
子
団
体　

女
子
団
体
が

出
場
。残
念
な
が
ら
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

４	

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

選
抜
大
会
で

準
々
決
勝
に
進
出

3
月
24
日
か
ら
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た

選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
準
々
決
勝
に

進
出
、
6
位
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
6
日
の
栃
木
国
体
に
は
当
校
主
体

の
混
成
チ
ー
ム
で
出
場　

千
葉
県
選
抜

チ
ー
ム
と
対
戦
、20

−

24
で
敗
退
し
ま
し
た
。

3
月
24
日
か
ら
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た

選
抜
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
で
準
決
勝
に
進

出
、
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

３
位
入
賞
を
果
た
し
、賞
状
を
掲
げ
て
喜

び
合
う
選
手
た
ち

高
商
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

選
抜
大
会
３
位
入
賞

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

栃
木
国
体
混
成
で
出
場

試合前の両チームの選手紹介試合は一進一退の白熱、コートから目が離せません。

各
県
ご
と
の
の
ぼ
り
旗

あ
、
香
川
県
も
見
い
つ
け
た
！

事
務
局
だ
よ
り

物
故
者

昭
和
33
年
卒
　
中
西　
　

勲
　
様

昭
和
34
年
卒
　
福
西　

勝
利
　
様

昭
和
34
年
卒
　
広
田　

紀
子
　
様

昭
和
54
年
卒
　
伊
藤　

順
子
　
様

昭
和
55
年
卒
　
生
駒　

真
澄
　
様

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

昭和 28年卒 溝渕　利幸
〃 28年卒 杉ノ内　義春
〃 28年卒 小西　弘美
〃 28年卒 田村　英夫
〃 28年卒 藤原　　茂
〃 31年卒 宇田川　四郎
〃 31年卒 松本　　篤
〃 32年卒 安西　　愈
〃 32年卒 安西　　彰
〃 32年卒 谷本　清彦
〃 32年卒 片岡　英明
〃 33年卒 関　　邦義
〃 33年卒 中西　　勲
〃 33年卒 𠮷川　俊夫
〃 33年卒 小原　　清
〃 33年卒 安西　公夫
〃 33年卒 小畑　和子
〃 33年卒 八木　妃佐子
〃 33年卒 十河　房子
〃 33年卒 柴原　　昇
〃 33年卒 広瀬　好治
〃 33年卒 小林　紀子
〃 34年卒 山中　イツ子
〃 34年卒 多田　正美
〃 35年卒 楠　　昭次郎
〃 36年卒 吉田　勝昭
〃 36年卒 斎藤　　昭
〃 37年卒 飯間　　勝
〃 37年卒 島原　俊二

〃 37年卒 若宮　利夫
〃 37年卒 宮本　浩二
〃 38年卒 宮本　洋子
〃 39年卒 北條　　勇
〃 39年卒 池田　政廣
〃 39年卒 入谷　　稔
〃 39年卒 大森　　正
〃 40年卒 久保　美伸
〃 40年卒 藤村　　茂
〃 40年卒 三木　準一
〃 40年卒 木村　裕行
〃 40年卒 大谷　美恵子
〃 40年卒 太田　政輝
〃 40年卒 村尾　寿世
〃 40年卒 谷川　生市
〃 40年卒 鈴木　伸二
〃 41年卒 西木　茂雄
〃 42年卒 室井　三千代
〃 42年卒 東　　裕幸
〃 43年卒 菅野　博幸
〃 43年卒 岩井　忠照
〃 43年卒 川津　晃
〃 45年卒 久保　文典
〃 45年卒 二川　昌弘
〃 46年卒 藤川　和信
〃 46年卒 岡本　えり子
〃 46年卒 串田　裕司
〃 46年卒 本多　市子
〃 46年卒 松本　裕美

〃 49年卒 塚本　初江
〃 49年卒 稲田　静夫
〃 49年卒 尾崎　行雄
〃 49年卒 大野　正博
〃 51年卒 萬納　宏俊
〃 51年卒 濱岡　龍彦
〃 51年卒 岡田　重美
昭和 51年卒 杉本　千春
〃 51年卒 今雪　博司
〃 52年卒 秋山　典久
〃 52年卒 橋川　慎司
〃 52年卒 帰来　正起
〃 54年卒 間瀬　理絵
〃 54年卒 丸尾　恭久
〃 54年卒 山地　敏弘
〃 54年卒 堀　　眞英
〃 54年卒 成田　親王
〃 55年卒 漆原　慎二
〃 55年卒 生駒　真澄
〃 55年卒 多田　稔
〃 56年卒 須田　賢二
〃 56年卒 谷村　祥子
〃 56年卒 田中　範子
平成 2年卒 和波　高代
〃 3年卒 島津　景子
〃 11年卒 國方　博光
〃 22年卒 帰来　　宏
令和 02年卒 井原　悠希

大阪支部 支部長 外山　公一
〃 副支部長 國宗　勝彦
〃 事務局長 大森　　茂

来賓　紫雲会本部 顧問 真鍋　健彦
〃 副会長 松野　誠寛
〃 事務局長 和田　憲明

母　校 校　長 渡邊　浩三
〃 教　師 中林　靖詞
〃 元校長 奈良　計男

紫雲奨学会 理事長 中筋　政人

8 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京

令和４年度　東京支部総会出席者



紫
雲
会
東
京
支
部

の
北
條
支
部
長
様
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様

に
は
、日
頃
か
ら
、郷

土
香
川
発
展
の
た
め

に
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

香
川
で
は
、
昨
年
度
、
浜
田
知
事
勇
退

に
伴
い
、
高
松
市
出
身
で
元
国
土
交
通
省

道
路
局
長
の
池
田
豊
人
氏
（
六
十
一
歳
）

が
初
当
選
。「
人
生
百
年
時
代
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
県
」
実
現
を
目
指
し
、
新
年
度
か

ら
、
少
子
化
対
策
や
企
業
誘
致
等
で
新
し

い
取
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
高
松
駅
周
辺
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
（
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
）
で
は
、
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
関
連
の
関
係
閣
僚
会
合
と

し
て
都
市
大
臣
会
合
が
七
月
に
開
催
さ
れ

る
ほ
か
、
二
〇
二
五
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
に
向
け
て
、
県
立
ア
リ
ー
ナ
（
新
県
立

体
育
館
）
や
、
秋
に
開
業
予
定
の
Ｊ
Ｒ
四

国
の
新
駅
ビ
ル
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
郷
土
の
大
先
達
弘
法
大
師
空

海
誕
生
一
二
五
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
誕
生
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
総
本
山
善

通
寺
で
、
記
念
大
法
会
や
秘
仏
本
尊
特
別

開
帳
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
五
〇
年
ぶ
り

の
機
会
で
す
の
で
、
機
会
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

東
京
事
務
所
も
、
二
〇
周
年
を
迎
え
た

新
橋
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
せ
と
う
ち

旬
彩
館
」
と
と
も
に
、
旬
の
情
報
発
信
や

県
産
品
の
販
売
促
進
、
移
住
相
談
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
を
通
じ
、
皆
様
の
お
力
添
え

を
頂
戴
し
な
が
ら
、
郷
土
の
一
層
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

永
田
町
や
新
橋
な
ど
、
お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
紫
雲
会
東
京
支
部
の
益
々

の
御
隆
盛
と
、
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍

を
お
祈
り
し
て
、御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

　

 

　

我
ら
の
闘
志　

四
国
の
大
地
へ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
「
躍
動
の
青
い
力　

四
国
総
体
２
０
２
２
」
が
四
国
４
県

で
開
催
さ
れ
、
本
校
は
多
く
の
部
が

出
場
し
ま
し
た
。
特
に
柔
道
部
男
子

個
人
で
は
３
位
、
５
位
入
賞
と
大
い

に
健
闘
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
が
12
月
に

東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
１
回
戦
敗

退
で
は
あ
り
ま
し
た
が
東
京
支
部

の
方
々
に
は
熱
い
応
援
を
い
た
だ

き
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

３
月
末
に
各
地
で
行
わ
れ
た
全
国

高
校
選
抜
大
会
に
柔
道
部
、
剣
道
部

女
子
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
、
卓
球
部
女
子

個
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
強
敵
を
次
々

と
撃
破
し
、
見
事
３
位
に
輝
き
ま
し

た
。さ

て
、
令
和
５
年
度
で
す
が
、
紫

雲
会
総
会
を
９
月
23
日
（
土
）
14
時

か
ら
会
場
を
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
に
戻
し
て
開
催
予
定
で
す
。
ま

た
、
昨
年
に
完
成
し
ま
し
た
南
体
育

館
の
こ
け
ら
落
と
し
を
総
会
当
日

の
午
前
中
に
香
川
銀
行
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
（
日
本
リ
ー
グ
）
を
迎

え
て
本
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

と
の
壮
行
試
合
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
近
日
中
に
Ｈ
Ｐ
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
約

７
年
ぶ
り
に
新
し
く
紫
雲
会
名
簿

を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
10
月
発
刊

予
定
で
す
の
で
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
紫
雲
会
東

京
支
部
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
今
後
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
は
な

は
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
近
況

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
高
松
商
業
高
校
紫
雲
会
に

ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
情
報
＠
東
京

ふ
る
さ
と
情
報
＠
東
京

香
川
県
東
京
事
務
所
長　

森
岡
英
司

夏
の
甲
子
園
を

夏
の
甲
子
園
を

語
ろ
う

語
ろ
う

東
京
支
部
の

皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

え
な
い
１
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
紫
雲
会
理
事
・
評

議
員
会
、
紫
雲
会
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
京
支
部
を

は
じ
め
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
出

席
を
賜
り
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
と

と
も
に
運
営
に
携
わ
っ
て
く
れ
た

全
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
学
校
関
係
で
は
何
と
い
っ

て
も
本
校
野
球
部
の
浅
野
翔
吾
君

が
読
売
巨
人
軍
の
１
位
指
名
を
う

け
て
見
事
入
団
し
た
こ
と
で
す
。
浅

野
君
は
野
球
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
日
頃
の
挨
拶
は
勿
論
の
こ

と
明
る
く
前
向
き
で
周
り
の
人
々

に
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
人
間
的
に

も
素
晴
ら
し
い
人
物
で
す
。
プ
ロ
で

の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
野
球
部
は

秋
の
四
国
大
会
の
決
勝
で
惜
し
く

も
英
明
高
校
に
敗
れ
は
し
ま
し
た

が
、
第
95
回
全
国
高
校
野
球
選
抜
大

会
に
４
年
ぶ
り
28
回
目
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
初
戦
で
涙
を
の
み
ま
し
た
が
夏

の
大
会
に
向
け
て
大
き
な
経
験
と

な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
の
応
援
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
４
年
度
は
「
燃
え
上
が
れ　

松
島
刑
務
所
を
毎
日
一
周
走
っ
た

お
か
げ
で
、
足
が
鍛
え
ら
れ
た
こ

と
な
ど
。
野
球
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
指
名
さ
れ
、
後
援
会
費

の
集
金
に
奔
走
し
た
話
。
集
ま
っ

た
部
活
予
算
の
配
分
を
各
部
で
公

平
に
す
る
為
に
生
徒
会
費
を
1 0
円

値
上
げ
し
た
話
な
ど
、
隠
れ
た
秘

話
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
自

己
紹
介
に
移
り
、
出
身
地
と
中
学

校
の
話
な
ど
。
香
川
県
と
い
う
狭

い
県
で
も
、
広
い
地
域
か
ら
通
学

し
て
い
た
の
で
、
私
の
出
身
地
を

ご
存
じ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。　

話
は
尽
き
ず
、
２
時
間
半
。
サ

ン
ミ
高
松
の
讃
岐
の
美
味
し
い
料

理
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

年
に
一
回
の
紫
雲
会
総
会
だ
け

で
な
く
、
半
年
に
一
度
か
、
３
か
月

に
一
度
か
、
こ
う
い
う
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
会
合
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。　

最
後
に
私
が
現
在
活
動
し
て
い

る
、「
東
京
シ
テ
イ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
て
、
楽
し

い
東
京
の
文
化
財
め
ぐ
り
、
大
江
戸

街
歩
き
の
お
勧
め
を
し
ま
し
た
。
元

同
級
生
、
現
在
住
ん
で
い
る
地
元
の

方
々
と
東
京
を
楽
し
く
散
歩
し
た

い
と
い
う
方
の
ご
要
望
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
も
用
紙
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
街
歩
き
も
楽

し
み
た
い
と
仰
っ
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

昭
和
4 5
年
卒
サ
ッ
カ
ー
部二

川
昌
弘

銀
座
６
丁
目
の
サ
ン
ミ
高
松
本

店
で
、
高
商
O
B
有
志
に
よ
る

「
夏
の
甲
子
園
を
語
ろ
う
」
の
ラ

ン
チ
会
が
９
月
2 3
日
（
祝
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
安
西
先
輩
を
真

ん
中
に
囲
ん
で
、
女
性
２
人
、
男

性
７
人
の
合
計
９
人
が
参
加
、

其
々
野
球
の
応
援
用
帽
子
を
被

り
、
先
ず
は
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。
今
夏
の
甲
子
園
の
活
躍
ぶ
り

に
参
加
者
の
評
論
が
湧
き
ま
し

た
。
大
活
躍
し
た
浅
野
選
手
の
こ

と
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
よ
く
頑

張
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
又
高
校
時
代
の
想

い
出
話
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

野
球
部
の
練
習
中
ノ
ッ
ク
さ
れ
た

ボ
ー
ル
が
左
頬
を
直
撃
し
て
、
ガ

ク
ッ
と
な
っ
た
話
。　

野
球
部
の

練
習
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
隅
で
ダ
ッ
シ
ュ
の
練
習
を

し
て
い
た
。
卓
球
の
練
習
で
は
、

東
京
香
川
県
人
会
第
104
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

　

今
年
も
「
東
京
香
川
県
人
会
総
会
」
を
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

開
催
で
き
る
か
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
開
催
決
定
次
第
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
『
予
定
』

　

開
催
日
時　

令
和
５
年
11
月
12
日
（
日
）
12
時
〜

　

会　
　

場　

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル	

２
階
「
鳳
凰
の
間
」（
港
区
芝
公
園
３
─
３
─
１
）

　

次　
　

第　

	

総
会
、
懇
親
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
コ
ー

ナ
ー
な
ど
お
楽
し
み
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　

＊
全
員
に
香
川
県
産
の
お
土
産
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
費　

８
、０
０
０
円
（
学
生
３
、０
０
０
円
）

開
催
案
内
は
９
月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

http//www.pref.kagawa.lg.jp/Tokyo/index.htm

ご
案
内
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
京
香
川
県
人
会
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
、
毎
年
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話	

０
３
・
５
２
１
２
・
９
１
０
０

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校
紫
雲
会
事
務
局

Ｓ
61
年
卒　

谷
畑
祐
二
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昭和 25年頃琴電瓦町駅前広場昭和 29年瓦町駅前にバスの新車並ぶ 昭和 20年頃の駅舎

平成初期平成初期 平成初期

昭和 56年頃瓦町駅売店（噴水ジュース）

昭和後期 昭和 30年頃瓦町駅前（東から西向き）

現在のFLAG現在のバス乗り場 現在の琴電瓦町駅

平成初期平成初期 昭和末期

現在の改札現在の志度線改札 現在のホーム

写真で辿る故郷の今昔写真で辿る故郷の今昔
②高松瓦町　琴電様提供②高松瓦町　琴電様提供

10 面　　令和 5年 6月 1日発行	 第17号紫雲会東京


